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ウエールズ人看護婦エリザベス@デイヴィスとフローレンス・ナイティンゲール
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- pぽt7 -
The Welsh Nurse Elizabeth Davis and Florence Nightingale 
吉賀憲夫
Yoshiga， Norio 
Abl'itJl'act Elizabeth Davis (Cadwaladur) was a Welsh wom組 whowent to血eCrimea to serve且sa nurse. Her life 
was record邑din 1856 by Jane W巡iamsinAnAuωbωgraphy of Elizabeth Davis， Betsy Cadwaladyr: A Balaclava Nurse. 
The hig腿ightof the auぬbiograpb.yis El.izabe也 Davis'sremark about F10rence Nightingale wmch differs from 
Nigb.回galeヲsrepu凶 ionin Engl姐 d正nen.Cecil W∞dha皿-8皿 th，a biographer of F. Ni.gb出gale，wrote組 influential
bi.ography and accused Elizab巴thof escaping from Mis Nigh出gale's discipline. Because of this， Elizabeth became a 
notorious 醐 sein W∞，dham-Smi也'8b∞>k. However，日izabe也'8autobiography gives us a different image of 
Elizabeth町ingto do her best且sa nurse. Elizabeth' s autobiography is very interesting and useful for us even today. 
1 
エリザベス。デイヴィス(Elizabe也 Davis:1789-
1860)は中部ウエールズのパラに生まれた。彼女は
クリミア戦争中、トルコのスクタリにあったトルコ
軍兵舎を病院に転用したいわゆる「兵舎病院j の看
護であたったが、 F .ナイチンゲール仔lorence
Nightingale: 1820 -1910)の「厳格な規律」から逃げだ
すために、クリミア半島南端のパラクラヴァの陸軍
病院へと転属したという。その後も、彼女はナイテ
インゲールに対し悪意を懐き続けた「悪役」看護婦
として、セシル。ウッドダム=スミス(Cecil 
W∞dh畠m-Smi也)著の F 。ナイチンゲール伝に登場
する。
数多くあるナイティンゲール伝のなかで、重要な
ものが 2冊ある。ひとつは 1913年に出版されたサ
一・エドワード・クック(Sir国 wardCook)による伝
記『ナイティンゲールの生涯~ (The L酔 ofFlorence 
Nightingalのである。それは轄しい公文書やナイテ
インゲール関係者の書簡等を利用し、ナイティンゲ
ールの死後わずか3年にして出版された。その伝記
において、クックは彼女を単なる「ランプをかざす
貴婦人Iという従来の理想的看護婦としてのイメー
ジから、類い希な思想の持ち主で、かコ優秀な管理
者としての新しいナイティンゲール像を世に示した。
しかし、彼は多くの資料を持ちながらも、生存中の
ナイティンゲールの身内に配慮し、彼らにとって都
合の良いものだけを使い、「ナイティンゲール家公
認Jの伝記にしてしまった。
もうひとつの重要なナイティンゲール伝
(Florence Nightingale， 1820-1910)が 1950年に出版
された、セシル。ウッドダム=スミスのナイチンゲ
ール伝である。この伝記は、人間関係が克明に描か
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れていることが特徴のひとつであり、クリミア戦争
時の看護婦や医師を始めとし、様々な人々とナイテ
インゲールの関係が良くわかる。エリザベス。デイ
ヴィスも、クックの伝記では実名はあげられていな
いが、セシル・ウッドダム=スミスの伝記では彼女
の名は明記されている。そのナイチンゲール伝にお
けるエリザベス。デイヴィス像は、例えば次のよう
なものである。
However， certain mrrses， led by a Welshwom四，
Elizabeth Davis， form M釘y sぬ且ley's p紅ty，were 
deterurined to escape Mis Nightillgale' s disciplille. . . 1) 
A constant rebel was Ivhs. 日izabethDavis，出E
Welshwom組 broughtout by Mary Stanley. She had 
begun to dislike Mis NightingaJ.e before she saw her. 
“I did lot like the nむneof Nightingale. When 1 first 
hear a name I a皿 veryapt to 1国 owby my feelillgs 
whether 1 shalllil也也epersoll who be畠rsit"， she wrote. 2) 
このように、セシル・ウッドダム=スミスの伝記
により、デイヴィス夫人 3) はナイティンゲールに
楯突いた看護婦として悪役を演じることにより、歴
史に「汚名j を残すことになってしまった。このよ
うに描かれたエリザベス・デイヴィスとは一体どの
ような女性であったのだろうか。
エリザベス。デイヴィスの資料としては、歴史家
であり伝記作家であったアスガヴ、エル(Ysgafell)こ
とジェーン@ウィリアムズ(1.組eW迎iams:1806・85)
が、 1856年にクリミアから帰還したヱリザベスを
ロンドンでインタビ、ューし、それを編集した『ヱリ
ザベス・デイヴィス自叙伝・パラクラヴァの看護婦、
ダヴィッズ@カドワラドルの娘』がある。この「自
叙伝Jはエリザベスが語ったクリミア戦争における
彼女の世評とは異なるナイティンゲール像に興味を
覚えたジェーン・ウィリアムズが、ヱリザベスから
長時間わたり聞き取った彼女の人生の物語を 1857
年に出版したものである。そのようなわけで、との
「自伝Jのハイライトはエリザベスのナイティンゲ
ール批判にあるのだが、同時にこの本はウエールズ
労働階級婦人史としても興味深いものである。
エリザベスは日記をつけていたわけではない。ジ
ェーンはエリザベスの古く暖昧な記官を同時代の記
録や資料と突き合わせ、彼女の物語の信憲性を高め、
またコメントをつけることにより正確を期した。そ
のことはこの本がエリザベスによる「白叙伝」とい
うよりも、ジェーンによる「エリザベス@デイヴィ
ス伝Jという趣を持つ。当然のことながら、そこに
はジェーン。ウィリアムズという人物の視点がある
のであるD
ここでジェーン@ウィリアムズにコいて触れてお
く。ジェーンは 1806年にロンドンで生まれた。し
かし父方の家系を辿るとウエールズのモントゴメリ
ー州、アスガ、ヴヱルにたどり着く。したがって彼女
はウエールズ系ということになる。彼女は小さいと
きから病弱であったため、ブレコン州で人生の半分
を過ごした。彼女はそこでウエールズ語やウエール
ズ文化に興味を抱き、ウエールズ文化の熱烈な擁護
者であったラノーヴァ一夫人(LadyLlano刊のととオ
ーガスタ e ホール(AngustaHall: 1802-6乃の仲間に加
わる。
18歳のときに詩集を出版し、 1838年にはエッセ
ー集を出した。 1脳8年にはその前の年に発表され
た偏見に満ちたウエールズ教育青書に対する反論
『アルテガル、またはウエールズ教育状況調査委員
会報告への所見~ (Artegall; or Remarks on the Reports 
of the Commissioners of Inqui;η into the State of 
Education in Wales)を匿名で出版した。その委員会
の教育青書は、ウヱールズ人は基礎的な教育が欠け、
信仰心がなく、飲んだくれで、不道徳であり、特に
女性は性的モラルに欠け、それがウエールズ、での私
生児の多さで証明されているとした。そとで彼女は、
委員会が採用した証言は偏ったものであり、信憲性
がないばかりか、調査自体が偏見に満ちたものであ
ると反論した。事実、委員会の証人となった者の大
多数は英国国教会信徒であり、ウエールズ戸で大半を
占める非国教会信徒は無視されたのであった。彼女
はその本で確かな証拠を挙げ、委員会が証拠とした
ものを論破した。このことからも分かるように、彼
女は学問的な手続きでウエールズ、人とウエールズ、文
化を擁護したのであった。この手法による検証の仕
方は、その後の彼女の作品の特徴となった。それは
エリザベス。デイヴィス自叙伝にも生かされている
ばかりか、彼女が 1869年に出版した著書『確証さ
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れた資料に基づくテューダ一朝終鷲までのウエール
ズ史~ (A Histoη of Wales derived from Authentic 
Sources down to the end of the Tudor period)となって
花聞いたのであった。この彼女のウエールズ史は、
サー・ジョン。ロイド(SirJoOO Lloyd)のウヱールズ
史が現れるまで、もっとも権威のあるものであった。
彼女が最初に書いた伝記は、ウエールズ、語とウヱ
ールズ語文化の擁護者であり、アイステッズ、ヴォッ
ドの推進者であった牧師、 トマス。プライスに関す
るものであった。その伝記は、彼の遺作と共に『ト
マス。プライス遺作集と彼の生涯~ (The Literaη 
RemαI削 ofthe Rev. Thon:ωs Price， Carnhuanawc .with 
a Memoir of his L砕)として、 1854年から 1855年に
かけて出版された。また同系統のものとして 1861
年に『イングランドの女流文学者~ (The Literaη 
Women ofEngl仰のを出版している。
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エリザベス・デイヴィスことエリザベス・カド
ワラドゥルは、ダヴィッド@カドワラドル (1752-
1834)の娘として 1789年5月 24日に北ウエー ルズ、
のパラで生まれた。父ダヴイツドは、カルヴァン主
義メソジスト教会の説教師であり、同じくカルヴァ
ン主義メソジスト教会の中心的人物であったトマ
ス@チャールズの親友であった。(エリザベスは子
供の頃、チャールズ。トマスから小型の聖書を貰い、
生涯それを大切に使ったという。 4)
パラの主要産業はウールの手編み製品であった。
リューマチを患ったジョージ3世は、パラで製造さ
れた靴下を穿いていたといわれるが、それほどパラ
の靴下は特に有名であった。パラでは男も女も、老
いも若きもみな編み物をした。歩きながらも編み物
をするということで、パラの人々の勤勉さが有名に
なったほどである。夏は彼らは、ローマ軍の砦跡の
築山トメン・ア・パラ(Tom四 yBala)に集まり、編
み物をした。冬は、女性たちは順番に家をかえて集
まり、火を囲み、古い物語や歌やハープの演奏を聞
きながら編み物をしたという。とのような集まりは、
カモルス。グワイ(CymorthGwai)すなわち「編み
物をする集会」と呼ばれたとトマス・ペナントは記
している。 5)
説教師であったエリザベスの父ダヴィズも編み
物をした。彼が編む速度は大変速かったという。彼
は編みながら説教を考えていた、と娘ヱリザベスは
語っている。のち、彼はウエールズ中に名の知れ渡
った、大変有名な説教師となった。
1795年に母親が死ぬと、エリザベスは大嫌いで
あった長女の世話を受けることになった。しかし彼
女はすぐに姉に対し反抗的になり、家出をする。す
でにこの時期に、彼女の「反抗的」性格の一部は形
成されつつあったといえる。その後、地主のサイモ
ン。ロイドの家に引き取られ、そこで大切に育てら
れ、読み書きやダンス、そしてトリプルパープの演
奏を習ったという。
しかし、 14歳のとき、もっと広い世界を経験し
たいという思いから、突然家出し、チェスターの叔
母の家へ行った。叔母は家に帰るようにと諭し、パ
ラに帰るための旅費2ポンド 10シリングを渡すが、
エリザベスはパラには帰らず、その金を持ってリパ
ブP_)レ行きの船に乗ってしまう。彼女はリパプール
では、エリザベス@デイヴィスと名乗った。デイヴ
ィスと名乗るようになった理由を彼女は次のように
言っている。
1 was always known in Me出on巴thas Betsy Pen Rhiw. 
On coming first to Liverpool， 1 called myself by my 
proper n但ne，Elizabeth Cadw畠ladyr;but on finding that 
白eEnglish people could not pronounce也ats斑nameョI
afte開紅dsadopted my fatherラsChristian name instead， 
組 dsigned myself Elizabeth Davis; my elder brothers 
四 dsisters having done the like， inch組♂ngCadwaladyr 
forD昌vis.6)
ここにウエールズ人がイングランドに同化してい
く上での苦労を見ることができる。家系図をJ思わせ
るようなウエールズ、の伝統的な姓名表示形式がイン
グランド人に疎まれ、次第にイングランド人の様な
姓名形式に変えさせられたうえ、さらにウヱールズ
人はイングランドで生きて行くために伝統的なウエ
ールズ人の名まで捨でなければならなかったのであ
る。
彼女はメイドとして働きながら、ウエールズ・カ
ルヴァン主義メソジスト教会に通った。また彼女の
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雇い主が旅行するたびにヱリザベスも同行した。エ
ディンパラとグラスゴーでは当時もっとも有名な女
優であったウエールズ生まれのサラ。シドンズ
(Sarah Siddons: 1755-1831)の演じる劇を見ることが
できた。また 1815年にヨーロッパ大陸の国々を訪
れ、その時にワーテルローの戦いの 5日後の戦場を
訪れている。
1815年の末にリパプールに戻るが、婚約者を海
難事故で失い、失意の余りインドに行く一家にメイ
ドとして同行することを決意するが、父の反対にあ
い中止した。その後パラに戻るが、見合い結婚をさ
せられそうになり、再びチェスターに「逃亡」し、
そこからロンドンへ行った。ロンドンでは、彼女の
遠縁にあたるというグラナゴルスのジョン@ジョー
ンズの家に滞在する。上流社会相手の華やかな仕立
屋のメイドとなったエリザベスは、篤い信仰心をも
って教会に通う一方で、また逸る心で劇場にも通っ
た。この彼女の信仰への情熱と、演劇lへの興味とい
った相反する心理のなかに、実は、メソジスト復興
以前と以後の新旧ウエールズの精神的風景が凝縮さ
れているのである。カルヴァン主義メソジスト教会
が、ウエールズ人の心から、楽天的で陽気な気質を
払拭してしまったといわれているが η、エリザベス
の心の中では、メソジストの文化がウエールズ、を席
巻する以前の、楽しく、快活で、寛容に溢れた精神
が、彼女の演劇への強い関心として残っていたので
あった。また一方で、肌身離さず持ち続けた聖書と、
教会へ必ず、通うという習慣に表れている親譲りの信
仰心は、新しいウエールズ、の文化風土を象徴してい
るのである。
1820年、エリザベスは一時パラに戻るが、今度
は船長の家族のメイドとなり、その家族に伴い、西
インド諸島、オーストラリア、タスマニア、中国、
インド、アフリ力、南アメリカを巡った。その間彼
女は、有名な宣教師や主教や様々の有名人とも数多
く会った。また、多くの結婚申し込みがあったが、
彼女はそれらを断ったとも言っている。
1835年頃ロンドンに戻り、 I年前に父ダヴェド
が死んだ、ととを知る。彼女は航海中に貯めた全財産
をはたきロンドンに家を買うが、それは詐欺であっ
た。エリザベスは無一文になり、再びロンドンでメ
ードとして働くことになる。彼女がある家でメード
として働いていたとき、シェイクスピア好きの彼女
が偶然調理場で『ハムレット』をひとりで演じてい
ると、客としてその家にやって来ていた芝居の興行
主チャールズ。ケンブル(Ch紅lesKemble:1775-1854) 
の目にとまり、週給五ポンドで芝居をしないかとも
ちかけられたが、彼女はその申し出を断ったという。
エリザベスはそう言っているが、このブレコン生ま
れの俳優兼興行主は 1836年に臆退し、 l斜0年に数
日コヴ、ヱントガーデンで公演しただけなので、この
話には真実かどうかは疑いが残る。
その後、 1849年頃までウエールズやロンドンで
メイドとして働く。それからロンドンのガイズホス
ピタルで看護婦として 1年余り働いたが、それが
1部4年のメアリー・スタンリ一小![aryStanley)の率
いるクリミア戦争第2次看護婦派遣団の一員として
のトルコ行きに繋がり、エリザベスを、束の間では
あるが、世界史の表舞台に出すことになる。彼女が
65歳のときであった。
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クリミア戦争 (1853年，.，._.1856年)は南下策をと
るロシアに対し、オスマントルコ、イギリス、フラ
ンス、プロイセン、サルディーニアが連合して戦っ
た戦争で、黒海に突き出たクリミア半島の南部にあ
るセバストポリ湾のロシア黒海海軍基地の攻略をめ
ぐる戦いとなった。イギリス軍は3万の兵をクリミ
ア半島に上陸させたが、充分な輸送手段がなく、医
薬品や食料、運送用の馬車などの戦闘用以外の物資
や車両は、思うように戦場に輸送できなかった。こ
の医薬品や食糧の欠乏は、のち、深刻な被害をイギ
リス軍にもたらすことになる。 1854年9月 20日、
570∞の兵力からなる連合軍は、アルマ河畔でロシ
ア軍を打ち破ったが、結局北方からセバストポリを
攻略することはできなかった。
しかしこの戦いの第一報は、誤報であったが、
セバストポリの陥落という形でイギリスに伝えられ
た。ちょうどそのときウエールズを旅していたジョ
ージ。ポロー(GeorgeHenry Borrow: 1803-81)は、ス
ランゴスレンの一マイル手前の路上で、郵便馬車の
男が「セバストポリ陥落Jと叫ぶのを聞いている。
10月3日のことであった。その日、スランゴスレ
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ンの町は歓喜に包まれ、教会書記はその詳細を次の
ように語るのをポローは聞いている。
“Now，" said血eold church derk，“1 will tel you al 
about it. The allies landed about同lentymil巴sfrom 
Sebastopol and pro印 ededto march against it. When 
nearly half-way也巴Yfou且dthe Russians posted on a hil. 
τheir position was na加工亘llyvery strong， and they had 
made it more 80 by me阻 Sof redoubts and trencb巴S
However， the allies， undismayed， attacked the enemy， 
岨 dafter a desperate resistance， drove them over也ehil， 
and following fast at血eirheels entered血etown pell-
mell wi血由em，taking it組 dal that remむnedalive of 
出eRussian紅my.And what do you白血k? The Welsh 
highly distinguished themselves. The Welsh fusiliers 
were也efirst to mount the hill.τhey suffered horribly --
indeed almost the whole regiment was cut to pieces; but 
what of也at? They showed也at也ecourage of the 
Ancient Britons stil survives in也eirdescendants.日)
しかし、新たなニュースが届き、セバストポリ
陥落は誤報であることが明らかになった。ポローは
次のように記している。
Then came也enews of the commen.cement of a 
seemingly in.terminable siege， and of disasters 阻 d
disgraces on血巴P紅tof the British; There was no more 
shouting at Llangollen in co皿 ectionwi也出eCrimean 
expedition. 9) 
ポローの言のごとく、この戦争に関するその後の
ニュースは、イギリス国民を憤慨させたのである。
「タイムズ」紙のウィリアムーハワード。ラッセル
従軍記者はこれまでに知らされることの無かった傷
病兵たちの悲惨な実体を報道した。
"It is with feelings of s班prise阻 d四 gerthat也epublic 
w出 le紅 E 血atno sぱficientpreparations have been. made 
for the care of the wounded. Not only紅巳也君renot 
sufficient surgeons . . . notonly are也ereno dressers組 d
nurse. . .也ereis not even linen to make bandages. . . 
Yet . . .也ereis no preparation for也ecommonest 
surgical operations! Not only are the men kept， in some 
cases for a week， wi也αlt也eh組 dof a memcal m組
co血且gnear也出wounds，not only are出巴yleft to expire 
in agony， unheeded and shaken off，也oughc剖ching
desp君ratelyat也esurgeon as he makes ms rounds 
也rough也efetid ship， • .プ 10)
この報道はイギリス中に衝撃を与え、戦場への看
護婦派遣の必要性が叫ばれるようになった。政府は
看護婦派遣の必要性を認め、フローレンス。ナイテ
ィンゲールに派遣看護婦団を組織するよう命じ、彼
女を「トルコ領における英国陸軍病院の女性看護要
員の総監督Jに任命した。看護婦の総数は 40名と
定められた。看護婦採用は困難を極めたが、結局38
名が採用された。内訳は職業看護婦が 14名、残り
は宗教団体関係者であった。修道女たちは、所属す
る宗教団体の長に従うのではなく、ナイティンゲー
ルの指示に従うことが求められた。
エリザベスはナイティンゲールが看護婦団を組織
していることを新聞記事で読み、クリミアに行く決
心をした。彼女が看護婦の受付場所に行くと、既に
数日前に申し込みは終了し、来週にはその看護団は
出発するであろうと告げられた。彼女は次回の看護
婦団派遣に望みをかけ、自分の住所を書いたものを
手渡した。いつも決断の早いエリザベスが、今回は
ナイティンゲールの募集に間に合わなかったのは不
思議である。しかし、その理由としては彼女のナイ
ティンゲールという名前への器障があったものと考
えられる。彼女は次のように話している。
τ'hen ag祖n1 read of恥1isNightingale prep釘mgto 
take out nurses. 1 did not like the name of Nightingale. 
When 1 first hear a name， 1 am very apt to kn.ow by my 
feelin.g whether 1 shalllike ilie person who bears it. 11) 
この言葉は有名であり、セシル@ウッド夕、ム=ス
ミスの『ナイティンゲール伝』では工リザベスのナ
イティンゲール批判が、このナイティンゲールとい
う名前への好き嫌いに代表されるように、たわいも
ない偏見に基づくもので、多分に感覚的なものであ
り、信憲性がないことを強調するために引用されて
いる。後のエリザベスのナイチンゲール批判が名前
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から来る偏見に基づくものかどうかは別として、こ
のエリザベスの言葉には彼女の「名前j に対するあ
る種の抑圧された護雑な心理や感情を見ることがで
きる。先に述べたように、 14歳でリパプールに家
出した彼女は、カドワラドゥルというこの伝統的な
ウエールズの名の発音がイングランド人には難しい
ため、デイヴィスと変えた経緯があった。
4 
ナイティンゲールの看護団は 10月 21日、ロンド
ンを出発した。一行がトルコのスクタリにある兵舎
病院に着いたのは 1 月5日のことであった。その
問、 10月 25日にはセバストポリの南のパラクラヴ
ァ付近で、ロシア軍の砲火が三方から待ちかまえる
半リーグ (2.4キロ)先の渓谷に、イギリスの軽騎
兵隊が何の援護もなく突撃するという戦いが起きた。
これは無益で無謀であったが、もっとも勇敢な騎兵
突撃のひとつとして歴史に名を残した。突撃した
673人の騎兵のうち、戦い後の最初の点呼に集まっ
たものはわずか 195人であった。この報道を「タイ
ムズ J 紙で読んだ詩人テニスン(Al企ed
Tennyson:1809・1892)は、有名な「軽騎兵の突撃J(“The
Charge of the Light Brigade")という詩を書いた。
Halfalea♂le， b.alf a lea♂le， 
Half alea♂.l.eonward， 
All in the valley of Death 
Rode the six hundred. 
ζForward， tb.e Ligb.t Brigade! 
Charge for the♂ms!' he said: 
Into由evalley of Death 
Rode也esix h皿 dred
"The Charg'むoftb.e Light Brigad岳ヘn.1-8 
1 月5日にはロシア軍がセバストポリ北方のイ
ンカーマンを攻撃したが、イギリス軍が勝利を得た。
しかし、セバストポリの攻略には時間のかかること
が予想された。冬となり、厳しい環境と医薬、食糧、
その他の物資の不足で、傷病兵は増えるばかりであ
った。彼ら傷病兵は 480キロ後方のスクタリに船で
運ばれた。
ナイティンゲール一行がスクタリの病院に到着し
たとき、兵舎病院は病院の体をなしていなかった。
病院の劣悪な衛生状態は、病院に送られること自体
が死を意味するほどであった。ウッダム=スミスは
その兵舎病院の劣悪な衛生状態と兵士の死の関係を
次のように記している。
. the vast builcling hid a more fa凶 secret. S叩 itary
defects made it a pest house， and也em勾orityof the men 
wb.o died there died not of出ewounds or s:ickness with 
which they arrived but of disease they contracted as a 
resul t of being in the hospiぬ1.
The catastrophe wmch des仕oyed也eBritish Anny 
was a catastrophe of sidmess， not of losses出 battle.
There were two d江ferentsiclmesses.τbe troops on th巴
heights before Sebastopol fel sick of diseases reSl祖国g
from starvation四 dexposure. When tb.ey were brollght 
down to Scutari阻 dentered the B晶rrackHospital they 
died of fevers resulting from the insani臼ryconstructlOn 
of也巴BarrackHospital assist巴dby msufficient f∞d， fi1th 
and overcrowcling. 祖母 secondsickness was也emore 
fa臼1.When the war was over it was found正hatthe 
mortality in each regiment depended 011 the number of 
m邑nwruch that regiment had been able to send to Scutari. 
Men who were kept on the heights before Sebastopol in 
the hideous discomfort of makesmft regime副畠1hospitals 
frequently recovered， those who were brought into血c
B低四ckHospital died. In也emonths of J阻 uary姐 d
February 1855， when the disaster was at its height， fue 
average number of patiel1ts in也ehospiぬ1at any one 
time was 2349阻 din fue same period 2315 mel1 died. 
This fi♂1fe was held to be阻u.nder巴stimate. In the 
∞nf田 ionwhich也el1prevailed a large number of dea也s
were not recorded. 12) 
ヒュー@スモール但ughSmall)は彼の著書『フロ
ーレンス・ナイティゲール、復讐の天使，J(Florence 
Nightingale， Avenging Angle)で、クリミア戦争から帰
還したナイティンゲールが、その後 10年間原因不
明の病で病床に伏した原因が、実はこの彼女の監督
下にあった不衛生な兵舎病院で死んでいった 160∞
名の傷病兵に対する仮借の念であるとした。興味あ
ウエー ルズ、人看護婦エリザベス。デイヴィスとフロー レンス・ナイティンゲー ル 7 
る説である。それほど兵舎病院が悪病の巣であった
ことは確かである。
ナイティンゲールはそのような病院内で、看護組
織を作り、指揮系統を整備し、また物品請求の手続
き方法の確立や人間関係に忙殺される。そこにクリ
ミアから轄しい傷病兵が送られてきたのであった。
病院業務が一応軌道に乗ったとき、新たな問題がも
ち上がった。 12月 14日彼女は突然、彼女の知らぬ
聞にメアリー。スタンリー仏f紅yStmJley)を長とす
る第2次看護婦派遣団が結成され、それも翌日 15
日にスクタリに到着するという知らせであった。
メアリー・スタンリーはナイティンゲールの友人
であったが、純粋な看護という立場ではなく、宗教
的情熱と功名心から派遣団の長になったという。そ
の看護婦団は、貴婦人 9入、尼借 15人、看護婦 22
人からなっていた。この派遣団に関しては当初から、
尼僧の構成がカトリックと、英国国教会のなかでも
カトリック的色彩の強い高教会派に偏っているとと
が指摘されていた。セシル・ウッドハム=スミスは、
その看護婦たちに関し次のように記している。
Many of血e"hired nurses" were ludicrously without 
experience， one old woman， Jane Ev組 s，having spent 
her life looking after pigs組 dCOWS.13)
. most of the women had come out in也ehope of 
getting husbands，組d drunke.皿 ess was universal. 
Writing a character of each of her p紅tyto Liz Herbert， 
Mary Stanley admitted that也ewomen chosen were too 
old.14) 
ナイティンゲールに何の相談もなく結成され、
不適格な看護婦を数多く含み、また宗教的所属に関
しでも極端に偏った構成であり、何よりもナイティ
ンゲールの「トルコ領における英国陸軍病院の女性
看護要員の総監督」という地位を無視したばかりか、
特に看護婦の指揮系統に多大の問題を残す元となっ
たメアリー@スタンリーの看護婦団に対し、彼女が
驚きと不審と怒りの念を抱いたのは当然であった。
そのスタンリーの看護婦団の一員であったのが、ウ
エールズ人看護婦エリザベス@デイヴィスであった。
エリザベスにとって、スタンリーの一行に加わった
ことが不運であった。
一行が到着し 2ヶ月も経つと、スタンリーの看護
婦団は分裂してしまった。ナイティンゲールの第2
次看護婦派遣団にたいする権限の問題や、第一次派
遣団では解決できたカトリック修道女に対する監督
権の問題が、この分裂の背後にあった。アイルラン
ドから派遣された慈悲聖母童貞会は、第一次の派遣
ではマザー。ムーアのもとにあり、修道女たちは看
護に関してはナイティンゲールの指示にしたがった。
しかし、第 2次派遣団のマザー。ブリッジマンはナ
イテインゲールの権威を認めず、アイルランドの大
司教の命に服した。この背景には、イングランドと
アイjレランドの、カトリックとプロテスタントの歴
史的、本質的な問題があった。アイルランドから派
遣された修道女たちは、イングランドの利益のため
に戦争にかり出され、常にイングランドのために戦
わされている同胞アイルランド人兵士を看護するた
めにやってきたのであった。 I刃 クリミアに派兵さ
れた兵士の実に3分の lがカトリック教徒のアイル
ランド人であった。(事実彼女たちはすばらしい働
きをしたが、ナイティンゲールからは、それに足り
る評価は何も受けなかった。)この両者の確執は、
結局マザー・ブリッジマンと修道女が、他の病院に
転出することにより決着した。
5 
1855年 1月、イギリス軍総司令官ラグラン卿は、
看護婦を n人クリミア半島のパラクラヴァ陸軍病
院に派遣することを要請した。スクタリは前線より
480キロも離れていた。しかし、ナイティンゲール
は、すでに病院調査委員会がこの病院に関して好ま
しくない報告をしていたので、看護婦たちを行かせ
たくはなかった。
it was filthyラ inefficient，正he orderlies were 
undisciplined， and Balaclava was even more crammed 
with住oops血阻 ScutarI.However， certain nurses， led by 
a Welshwoman， Elizabeth Davisラ fromMary Stanley's 
p紅ty，were detennined to escape Mis Nightingalピs
discipline，組dshe herself was unw出血gto refuse Lord 
Raglan. She gav記way，岨deleven volunteers under the 
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control of白巴 Superiorof the Sellomte sisters went to 
Balaclava. 16) 
ナイティンゲールはスクタリに到着すると、数週
間傷病兵の看護にあたったが、それからは主として
病院管理、維持といった仕事に没頭した。彼女は看
護婦のひとつの役割は、雑役兵に病院内の仕事を教
えることであると考えた。それには彼女らがその模
範を示すことが必要であり、そのために看護婦には
厳しい規則を課した。しかしエリザベス@デイヴィ
スらが前線への派遣を望んだのは単に「ナイティン
ゲールの厳しい規律から逃げ出す」ためだけではな
い。それはもっと前向きな感情からであり、エリザ
ベスはイギリスを発つ時からクリミア行を希望して
いた。
『自叙伝』によると、第2次派遣看護婦団結団式
のあった日に、彼女はある紳士にクリミアで働きた
いとの希望を話す。すると
m田 tb肱巴 c白i也e釘r企u田nko班.rmad! Y OU would be a血ongs“tOll阻r 
e白印:nl即1児em血ie邸s. It would be qll国it伐epr'民.es叩u血pt印10αustωO 也血kof 
such a由血g. We have not the least idea of establishing 
a hospi凶 m 也記 Cri皿ea."1η と言う厳しい答えが返
ってきた。おまけにスクタリの病院に着くと、看護
の仕事に就かせてはもらえず、数日間古いシャツの
繕いをさせられたのであった。 18) 彼女の心には一
層、看護婦としての仕事がしたいという気持ちがま
すます強くなった。それは病院の管理と改革に携わ
る総監督としてのナイティンゲールの立場とは異な
る、ひとりでも多くの兵士の命を救いたいという看
護婦の偽らざる気持ちあった。
ナイティンゲールはエリザベス・デイヴィスの看
護の腕を買っていたようである。エリザベス・デイ
ヴィスは、第2次看護婦派遣団のなかの酒飲みで「亭
主でも見つけようという気分でやってきたj他のお
雇い看護婦とは一線を画した存在であった。その彼
女が、女史の「懇請」にもかかわらず、「ナイティ
ンゲールの厳しい規律Jから逃げ出してしまったの
であった。ナイティンゲールがどのような「懇請J
をしたかは伝記には書かれていないが、『自叙伝』
の2人の会話からそれが次のようなものであったこ
とが分かる。
On Mon.d晶y，at l!∞n， MIss Nightinga1e sent for me --
after sp開 kingve巧1politely，組dte血ngme to sit down， 
sh.e said: 
“1 understa且d that yα1 have been lIpset包ngmy 
nurses.円
1 said， "No， 1 have no也ingto do with anybod.y blt 
myself， blt 1 w阻 tto go h.ome if 1 canラtgo to the 
Crimea." 
Sh.e inquired， "Why?" 
1 said，“Because 1 don't like this place， nor組 ybod.yin 
it， nor do 1 like the system." 
“YOllldonヲtlike me， then?" she said. 
“No，I don't，" 1 said， "but 1 never saw you before." 
“Before 1 go岨 yfur也er，"s証idMIss Nightingale， "1 
want to impress one thing p訂ticularlyon your mind. If 
you do go to the Crimea， you go against my w迎.円
Th.is put up my Welsh bl∞d，組d1 told her也atnei也er
m岨n.orwom姐 daredto accuse me of misbeh晶vmg
myself. I had too much regard for my employers to do 
也晶t，even ifI h畠dnon.e for myself. 
Sh巴info町nedme that she had made me over to a new 
sup巴rintendent，四d1 said (my Welsh blood being up 
ag氾n)，
"Do you也ink1 am a dog， or an animal， tomake me 
over? 1 have a will of my ownア
1 persevered in my intention of going to Balaclava， and 
she observed， "Well， Mrs Davis， 1 c畠n'tlet you go 
without some one to overlook you. If yOll do go，" she 
added， joining her open hands sideways together，姐d
血enforcibly dividing them， and spreading out her紅ms
by her sides， "1 have done with 阻 dyour n己W
superintendent entirely."19) 
セシル。ウッドダム=スミスはこの件は伝記に取
り入れてはいないが、かなり厳しい会話が両者の間
にあったことが窺える。ヱリザベス@デイヴィスは、
パラクラヴァ行きの張本人と目されていただけに、
セシル・ウッドダム=スミスの筆は厳しい。
A co出 tantrebel was Mrs. Elizabeth Davis， th.e 
Welshwoman brought out by Mary Stanley. She had 
begun to dislike Mis Nightinga1e before she saw her “I 
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did not like也ename of Nightingale. When 1 first hear 
昌n沼田 1am very apt to know by my feelings whether I 
shal1 like血eperson who bears it円， she wrote. She h畠d
had experience in nursing，組dwas selected for血E
Banack: Hospital. Once there she proved a storm cen仕e.
She ref田 edto ob句 ordersor to conform to也esystem 
for也記 dis出butionof血e“FreeGifts". She accused 
Mis Nightingale of using也esefor her own comfort an.d 
alleged白紙， while也巴 nurseswere fed on filaments of 
the meat wmch had been stewed down for the patients' 
soup， Mis Nightingale had a French cook姐 d也.ree
courses served up every day. FinaJly， she joined the 
P紅tyof eleven volunteers who. went， ag幻nstMis 
Nightingale's wishes， toBalaclava in J組 uary1855. 20) 
ここに掲げられているエリザベスの罪状は確かに
『自叙伝』の中に書かれており、工リザベスにとっ
て『自叙伝』は彼女には不利な証拠となってしまっ
た。この伝記作家はこの『自叙伝』を逆手に使い、
エリザベスの「悪掠さj を証明しようとしたのであ
る。しかし他の看護婦の証言もあるように、患者用
スープを煮出した後のものかは別として、看護婦た
ちの食べたものが津肉の繊維のようなものであった
ことは確かである。おまけに栄養不足の看護婦には
貴重な食品であったミルクや卵も、少しではあるが
看護婦から取り上げられ、ナイティンゲールの食卓
へと供出されたという。 21) 実際にナイティンゲー
ルが毎日、三品料理を食べたかどうかは分からない
が、そのような噂が生ずるほど、看護婦の食事は粗
悪であったのである。このフランス人のコックにつ
いて一言付け加えておくと、ナイティンゲールは病
院での給食をより良いものとするために連れてきた
もので、実際にそのフランス人のコック、アレクシ
ス・ソワイエ(AlexisBenoit Soyer: 1809-58)は病院の
患者食の改善に多大な功績を残したのであった。 22)
エリザベスは最初からクリミア行きを希望してい
た。その上、彼女はスクタリの兵舎病院が嫌いであ
ったし、そこにいる人が嫌いであった。また何より
もそこの規則が大嫌いであった。特にナイティンゲ
ールの諸規則は現実を無視した、融通の利かない、
官僚的なものに思えたからであった。ナイティンゲ
ールは看護婦団の総責任者という権限の他に、国民
からタイムズ紙に寄付されたいわゆる「タイムズ基
金jの執行と、本国からの慰問品の配布に責任を持
っていた。タイムズ基金は効率よく運用された。し
かし問題は慰問品であった。ナイティンゲール自身
が「とれらの煩わしい寄贈品J23)と呼んだ慰問品は
大変厄介なものであった。届いた慰問品は種類によ
り仕分けされ、ナイティンゲールの秘書役を果たし
たプレースブリッジ夫人(M.rsBracebridg巴)により台
帳に記入され、管理された。
慰問品を必要に応じて分配することは非常な困難
を伴った。との慰問品の授受は、それがどのような
ものであろうと 2名の医師の署名を必要としたため、
授受分配の効率が悪くなった。また医師はナイテイ
ンゲールに頭を下げることも嫌であったからだ。そ
れらの結果、多くの慰問品は活用されることなく死
蔵されたあげく、配布できなかった慰問品は最後に
はイギリスに送り返され、一般人に安売りされたと
いう。 24) また本国から送られて来たこれらの善意
の慰問品には、看護婦は近づけなかった。その理由
を"Ifthe nurses had unres出ctedaccess to the 'Free 
Giftsラ theytook articles out an.d gave them to their 
favourite patients or helped themselvesア25)とこの伝記
作家は述べているが、ここにはナイティンゲールと
は言わないまでも、セシル。ウッドダム=スミスの
看護婦に対する不信感が現われている。
またその授受システムも欠陥だらけであった。例
を挙げると、医師が患者にゼリーを与えようとして
請求を書くとする。そのときは、その支給命令書に
従い、請求されたゼリーは支給される。そこまでは
良い。医師は次の指示があるまではそのゼリーが患
者に与え続けられると考えるが、実はそうではなく、
継続する場合はその都度、何度も何度も同じ注文書
を書かなければならなかった。 2め
もうひとつ例を挙げる。慰問品として送られて来
た食料品は適切に分配されることなく、食べられな
くなった後に看護婦に押しつけられたのであった。
"The nurses used to have some of the eatables served 
O副 tothem from the 'free出ts'，such as jams， henings， 
sausages; but these白血gshad often been kept Ulltil they 
were bad， before the nurses got them. 
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"The plwn-puddings wmc.h the g∞d people of officers，姐dih組 1followed也eorderlies w.ho carried it 
England sent out for Christmas Day， were never in，血at1 might feed the patients who comd not lift也四
distributed to the sick soldiers; but long after， when t.hey hands to their mouths. 
were quite mollidy and spoiled， and had spoiled At five， 1 got tea ready for them;組 dat seven or eight 
eve巧噛ing也eywere packed Ip wi也，也eywere placed o'dockぅaccordingto th甜臨むd，Isent也esuppers in. 
on me nlJ.f呂田， table. 27) At ten at血ght，1 gave out drinks and紅白'w-r∞tfor 
このように、官僚的な管理と授受の規則により、
慰問品は十分に活用されることなく死蔵され、食料
品に至つては食用に適さなくなると看護婦の食卓に
廻ってくるのであった。しかしすべては「規則」に
従って行われた結果なのだ。
エリザベスは 1855年 1月の或る金曜日に、新し
い監督者でセロン派の尼子曽院長のエルドレス尼僧長
(Morhwe Eldress ラングストン女史， Mis 
Langston) らとクリミア行きの船メルボルン号に乗
りスクタリを離れた。日曜日にはコンスタンティノ
ープルでセラピアロ'herapia)からやって来た同僚の
貴婦人たちと合流した。 1週間後の日曜日にパラク
ラヴァに着くが、木曜日まで船を下りることができ
なかった。クリミアの病院に着くとエリザベスは病
気や負傷した兵士がベッドではなく、架台に板を載
せた上で寝ているのを見て驚いた。彼女はさっそく
ベッドを要求した。それはすぐに実現した。物品は
豊富にあったのだ。ただそれを言い出す者がいなか
ったのである。その後3月の最初の火曜日に尼僧長
エルドレスから調理場を任された。その調理場はシ
ョ_0ステュワート夫人により食料その他が潤沢に
運び込まれた。ナイテインゲールも認めるほど劣悪
な環境の中で、エリザベスは、昼は食事の世話に当
たり、ときには夜も看護にコいた。『自叙伝』には
彼女の 1日の様子が次のように記されている。
Every morning at eight o'dock 1 served the soldiers' 
breakfasts to the orderlies of t.he wards， and the officersラ
the bad cases.τlle doctors llsed to come backl布紅dsand 
forwards witb. orderlies， from mne to eleven 0ラclock，
ordering wine and 0也紅白血gsωbegiven --perhaps 
every te.n minuies to some pa出 nts.
1 .never got to bed befo印刷relve，and was genera11y out 
of it four or five times血 thecourse of the血ghtヲ to
attendto也記orderlies， before five o'dock in血emormng.
At白athom 1 always rose to go about my d出lybusmess. 
28) 
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1855年5月、スクタリの病院の改革が一段落し
たとき、ナイティンゲールはパラクラヴァの病院を
視察するために、クリミア半島に向け旅立った。と
いうのは、彼女のもとを去りパラクラヴァの陸軍病
院に行った看護婦団の「悪い噂Jが彼女のところに
届いていたからであった。この「悪い噂Jが誰によ
ってナイティンゲールにもたらされたかに関しては、
エリザベスはナイティンゲールの叔父と名乗るS氏
を挙げ、次のように言っている。
It was on one of t.he last days m Marchラ血at1 first saw 
Mr. S一一一ーラ whocalled mmself Mis NightingaJ.e's 
uncle. He was said to be connected with也eLondoll 
newspapers and cert辺国yappeared to come on pu中ose
to spy about and pick up infonnation. . . He went very 
ofte.n and from ScutarI. 1也ink:he was也eme阻 Sof first 
bringmg恥1isNightingale to Balaclava_29) 
breakfasts at血ne. パラクラヴァでのエリザベスの行状はセシル@ウ
At tel 1 g晶veout hmcheon for也eextra-diet pa乱岳山， ッドダム=スミスによるとこうなる。
組 dat n∞n 1 served the dinners --dividing each m組ラS
portion separately， 組 d delivering them al to 由e Once there she mad日阻a1liancewi也Dr.Jo.hn Hall， 
orderlies of也ew紅ds. and組 otherimportant personage in t.he Crimea， IV1r. 
As s∞n as由iswas done， 1 prepared dIll1er for the David FitzG悶ald，也巴P町veyor-in-Chief.Mr. FitzGerald 
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was as組 grilyopposed to MIss Nigh回 gal.eas was Dr 
Hall， and as equaUy determiued to keep her out of thε 
C丘mea
Elizabeth Davis，組 excellentcook， had assumed 
comm且且dof the kitchen in Baladava General Hospita1， 
wbich she conducted with rollic恒ng extravag組問，
rejoicIng in feeding Ip血ehandsome young officers who 
were her special pets. It was ]¥但S8Nightingal.e's rule 
manyo出紅白血gsto do， she should not often come there. 
That very day she was taken ill， 80 she never afterwards 
visited fue kitchen. 1 llsed to report to her by word of 
mouili， every evening during the也reeweeks wbich she 
rem担ned.お1isErskine th，邑nca皿巴 tofetch her to Scu組n，
組 dI'l1rs Bll， fue nurse， went wi也 her，when MIss 
L阻 gstonlen for Engl姐 d31) 
that none of her nurses shou.ld at阜ndon or cook f or このエリザベスの言を信じれば、その尼僧長とエ
officers except by special arr阻 gement.At one issu岳地S. リザベスの関係がことさら悪いものでもなく、彼女
Davis re印 ived"6 dozen port wine， 6 dozen sherry， 6 がエリザベスに怒りを覚えていたとは到底思えない。
dozen br組 dy，a cask of rice， a cask of arrowroot， a cask 慰問品の大盤振に舞いに関してはヱリザベスがショ
of sago a且da box of 5ugar" ;岨dher req国5i山田 forthe 一。ステュアート夫人の残した慰問品の管理係とな
General Hospital were filled at once by Mr. FitzG記rald ったときに彼女が行なったことを指しているのであ
明白out批判 countersignedby Dr. Hall. The suuation ろう。彼女はとの様に書いている。
beca血 etoo much for the Sllperintend四 tヲtheSuperior of 
fue Sellonites， who MIss Nightingale said，“lost her head 1 had al fuat were left of Mrs Sh晶wStewart's stores in 
姐 dher health"， collapsedラ姐dwent home. . . charge， to give out at my own discretioIl. All也巴 free
Wi白血e"Free G江ts"Mrs. Davis and her alies were gifts were disposed of in也esame way， by 血E
even more open-h阻 ded. In an orgy of dis阻bution superintendent's orders， tothe nurses， 01' e1se sent by fue 
ninety bales an.d boxes were given away wiiliout阻 y fati♂le p副 iesto the camp. 32) 
record of who had received也巴:m.30)
ここでは、「ナイティンゲールの厳しい規律」か
ら逃れたエリザベス eデイヴィスが我が世の春を彊
歌している様が措かれている。とくに美男の若い将
校たちには、浮き浮きしてご馳走をたっぷりと振舞
ったりした、という件には、彼女が 65歳であると
いうことを思うと、微笑みすら浮かべざるを得ない。
だが、これに当たるような記述は少なくとも『自叙
伝』にはない。将校のために看護婦が食事を作るこ
とは、特別の例外を除いては禁止されていた。しか
し非難されている豪華な大量の物資の給付に関して
は、看護監督の書名入り支給命令書を貰っているの
で問題はなさそうである。セロン派の尼僧長エルド
レスに関しては、ヱリザベスは次のように述べてい
る。
Upon血ef;出tTuesday in March， Mofuer Eldress 
established me in fue kitchen， an.d gave me出eentire 
charge of it. She s丘idshe saw 1 should do wellラ組d
could佐ustme; fuerefore， as she had much writing阻 d
『自叙伝』の側からナイティンゲールの第1回目
のパラクラパ視察を見てみよう。ある日、総司令官
のラグラン将軍が調理場を訪れ、ナイティンゲール
女史がパラクラパを訪問することをエリザベスに伝
えた。すると彼女は次のように答えた。
That d可 LordRaglan岨 dms staff c阻 eto the 
kitchen，組dtalked with me as usual. 
I said -- "1 unde1'stan.dヲ my Lord， that Mis 
Nightingale is gone up to由ecamp?円
“Th担kGod!Iam veηglad of it，" he replied 
Colonel Somerset remarked --"Y ou do not like her守円
I組 swe1'ed--"No;組 d1 dOIl't know what she wants 
here." 
羽Thatpleased lρrd Raglan was the紅rivalof mぽ C
nurses， for they were badly wanted. 
1 did not see MIss Nightingale un副也eFrid且yafter 
herlanding 
She went thrOllgh the hospi凶 on出atd晶ywi白Mis
W巴ar，組dcame to出巴 ldtch巴nwhere 1 was very busy， 
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saymg一
“日owdo you do， Mrs Davis?日
I組 swered--"Very well， thank you，" without raising 
my head from my work. In a minute or two looked up 
阻 dexclaimed --
“Oh， Mis Nightil1gale!" 
“What! Did you l10t know me?" 
Yes， ma'a血;but 1 shou1d as soon have xpected to see 
也equeen here， asyou. 33) 
この箇所からも 2人の険悪な関係がよく分かる。
この後デイヴィスが将校に出す食事についてのナイ
ティンゲールの批判が記されている。
Mis Nightingale objected to my cooking for也巴
officers，組dusing govem血 entstores for 也容m --she 
said they ougb.t tofind their own. However， I went on 
doing what 1也oughtbest， for出eywere也enas muchin 
ne巴das the privates， although some of them were 
gentlemen oflarge fortune. 3め
これは先に引用したが、看護婦は、特別の取り決
めがある場合は例外として、将校の世話や調理は禁
ずるとするナイティンゲールが定めた規則に器触す
る。いくらエリザベスが、兵土であろうと将校であ
ろうと患者は皆等しく患者であるという今ではごく
普通である理念を持ち出しでも無駄である。規則は
規則であった。病院管理というナイティンゲールの
観点からすれば、やはり許されないのであった。ま
た 90個以上の慰問袋が記鋸もっけないで配布され
たことは、死蔵されたままのスクタリの慰問品の扱
いよりも、兵士に国民の善意を届けるという点にお
いては良いと思われるが、やはり組織上は好ましく
ない。規則は規則なのである。しかしこのようなナ
イティンゲールからの批判にもかかわらず、パラク
ラヴァでの彼女の仕事に関して、彼女の非を名手める
記述は何処にもない。
ただひとつ彼女の『自叙伝』で問題になる点は、
エリザベスの看護婦の職務の範囲に対する自覚であ
る。それはナイティンゲールが腐心した看護活動と
宗教活動の分離の問題であった。 35)ナイティンゲ
ールは看護婦が患者に対し宗教活動をすることを厳
しく禁止した。医療的に手の施しようのなくなった
死に行く兵士の魂に関与すること、例えば彼らを宗
教的に励ましたりするととは固く禁じられていた。
また或るカトリックの修道女はそのような患者の兵
士をカトリックに改宗させたため、本国送還となっ
た。兵士への宗教活動は従軍牧師の領分であった。
しかしエリザベスはそれには物足りなかったようで
ある。彼女はロンドンを発コとき、聖書協会(バイ
ブルソサエティー)から数十冊の英語とウヱールズ、
語の聖書を預かり、それらをパラクラヴァで兵士に
配布した。彼女は患者と看護婦との聞の宗教的交流
の禁止には不満を持っていた。
It is a melancholy fact白紙 theSuperintendent of也E
Female Nursing Staff did not reco伊ize阻 yreligious 
inter course be師自n也enurses and p畠田nts.'vi，也atever 
sis take place was without her authority， and in most 
mst姐 cewithout her knowledge. 
The principle of having notbingω 印刷出 th出 souls
was avowed.τb.at care was wholly left to the few 
chapl創出組dpriests 
τb.e instmctions from the War Office accorded with 
也epractical exposition. 3め
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そのようにして 10ヶ月が過ぎ、彼女は健康を害
しイギリスへと戻っていった。そして 1860年7月
17日にロンドンの妹ブリジッドの家で、貧困のう
ちに波乱に満ちた生涯を閉じた。
アイルランドの慈悲聖母童貞会の修道女の献身
的な活動も、ナイティンゲールが得た名声の前にそ
の事実すら広く知られることはなかった。またウエ
ールズの老女工リザベス・デイヴィスに至つては、
この自叙伝を逆手にとられ、ナイティンゲールに楯
突いた悪い看護婦の典型として、ナイティンゲール
の伝記の中で、永遠に汚名だけを残すことになった。
クリミア戦争が終結し、イギリスに帰国したナ
イティンゲールはその後 10年、謎の病床生活を送
る。これに関しては伝記作家、研究家の意見の分か
れるところである。英国陸軍の衛生制度改革のため
閉じこもり力を蓄えたのだとか、家族との煩わしい
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生活から逃れるためとか、仕事に没頭するためであ
ったとか、偉大な仕事をなした後の「燃え尽き症候
群」であったとか、スクタリでの悲惨な経験が引き
起こした「心的外傷後ストレス障害」であったとか、
諸説紛々としている。 3η ナイティンゲールは 90歳
まで生き、衛生制度の改革や、看護の歴史に偉大な
足跡を残した。その原点となったスクタリの病院で
ナイティンゲールも慈悲聖母童貞会の修道女もエリ
ザベス・デイヴィスも、おのおの立場の違いこそあ
れ、己の信じるところを行なったのである。
ナイティンゲールの名声が高まれば高まるほど、
現場で働いた名もない看護婦たちの真実の姿が忘れ
られ、影が薄くなっていく傾向にある。今後ますま
す多くの人々がナイティンゲールの伝記を読むであ
ろう。一方、ウエールズ人看護婦ヱリザベス・デイ
ヴィスの伝記が一般読者の目に触れる機会は少ない
であろう。ヱリザベスがナイティンゲールに逆らっ
た「敵役」の看護婦として、今後ますますナイテイ
ンゲール伝のなかで定着していくのは確かなことで
あるように思える。しかしそれは、いかにも口惜し
いことである。
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